
いのちとくらしを守る土砂災害対策を推進

土砂災害防止月間に寄せて

国土交通大臣　中野　洋昌

６月は　土　砂　災　害　防　止　月　間
（１１） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　６月１６日　（月曜日）

（件数）【土砂災害発生件数】
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（出典・国土交通省ホームページ）
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　今年も６月になり、土砂災害の危険性が一層高まる季節となりました。
　近年、自然災害が激甚化・頻発化しており、昨年はの都道府県で，件の土砂
災害が発生するなど、地域住民の生活や経済活動にも大きな影響を及ぼしました。特
に、「令和６年能登半島地震」と、「令和６年９月奥能登豪雨」が発生した石川県で
は、件数の約半分となる件の土砂災害が発生し、甚大な被害が生じたところです。
　国土交通省と各都道府県では、土砂災害防止に対する国民の皆様のご理解を深めて
いただくため、毎年６月を「土砂災害防止月間」と定め、全国各地で啓発活動や防災
訓練等を実施しています。

　土砂災害は、国民の生活や経済活動に大きな影響を及ぼすものであり、土砂災害か
ら国民の「いのち」と「くらし」を守り、安全・安心を確保することは、国土交通行
政の重要な使命であり、中長期的かつ明確な見通しの下、継続的・安定的に進めてい
くことが極めて重要です。
　国土交通省では、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に加え、
先般策定された「国土強靱化実施中期計画」に基づき、防災まちづくりと連携した砂
防堰堤等の整備を着実に進めてまいります。
　あわせて、土砂災害を知る・学ぶ・伝えることを通じて、国民の皆様に身の回りの
土砂災害リスクを把握していただき、危険度が高まった時の早期の避難行動につなげ
ていただけるよう、自治体等と連携して取り組んでまいります。
　引き続き、ハード・ソフト一体となった総合的な土砂災害対策の実施に向け、皆様
のより一層の御支援と御協力をお願いいたします。



（１２）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　６月１６日　（月曜日）



　土砂災害防止月間　現場ピックアップ

北海道開発局帯広河川事務所
十勝川直轄砂防事業の内　戸蔦別川流木止め工事　斉藤井出建設

東北地方整備局岩手河川国道事務所
八幡平山系うさぎ平西沢砂防堰堤（５期）工事　菱和建設

北海道開発局苫小牧砂防海岸事務所
令和６年度樽前山火山砂防工事の内熊の沢川３号砂防堰堤左岸工事　伊藤工業

北海道開発局旭川河川事務所
Ｒ６～７翌債石狩川砂防事業の内白川第１号堰堤外工事　新谷建設

砂防事業最前線　　　国土交通省直轄工事の現場から

（１３） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　６月１６日　（月曜日）
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ＣＩＭによる仮設計画

現場全景

　本工事は戸蔦別川第５号砂防堰堤下流に流木止め
を設置し、下流への流木の流出、および堤防や橋な
どの各施設への被害の軽減を図り、川の安定性を保
つことで地域の安全と安心を確保することを目的と
しています。６月中旬から８月下旬まで堰堤越流部
分の流木止め、根固め工を施工し、８月下旬から非
越流部の堰堤本体の生コン打設作業になり、竣工は
年２月下旬ころを予定しています。
　工事箇所は山間部内の不感地帯であり、豪雨発生
時には土石流や土砂崩れ、地滑りなどの土砂災害、
戸蔦別川の急激な増水・氾濫が考えられるため、現
場従事者や重機械を安全かつ迅速に退避させ、逃げ
遅れによる事故を防止するために衛星通信設備によ
りリアルタイムで河川の状況を把握できるシステム
を活用して安全管理体制の確保に努めていきます。
　またＢＩＭ／ＣＩＭを活用し、工事全体で２Ｄで
は表現が難しい箇所を３Ｄモデルで可視化すること
で、発注者や関係機関、現場従事者とで、出来上が
り全体イメージを共有し、生産性向上に取り組んで
いきます。
　現場は厳しい寒さと大雪に見舞われる土地柄で山
岳地かつ不感地帯という厳しい作業環境にありま
す。ＩｏＴを活用した安全管理を駆使した現場状況
の早期把握、ＢＩＭ／ＣＩＭを活用した発注者との
情報共有、緊急時の連絡体制の確保を行いながら円
滑な施工に努めていきます。無事故無災害で竣工で
きるように、社のバックアップのもと現場職員と協
力業者全員で、安全に対する意識の高揚に取り組ん
でいきたいと考えています。
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現場全景

本堤掘削　ＡＲ活用

　八幡平山系直轄砂防事業の一環で、岩手山の火山
噴火に起因する土砂災害防止を目的に「八幡平山系
うさぎ平西沢砂防堰堤（５期）工事」を施工してい
ます。年から工事着手し５年目を迎える本年度
は、本堤（非越流部）構築と堆砂敷掘削を進めます。
　砂防堰堤として堤高．ｍ、堤頂長．ｍの本
堤（ＪＳＮウォール）をはじめ副堤（重力式コンク
リート、堤高．ｍ、堤頂長．ｍ）、垂直壁（重
力式コンクリート、堤高．ｍ、堤頂長．ｍ）、
側壁、水叩きを構築します。現場は豪雪地帯で月
からは積雪期に入ります。雪が解ける翌年５月まで
作業ができず、実質６カ月程度しか稼働できません。
厳しい現場条件に加え昨秋、岩手山の噴火警戒レベ
ルが２に引き上げられ、土石流対策が必要になって
います。
　本年度は４月に現場などの雪を取り除き、ＩＣＴ
をフル活用した施工で掘削の日数短縮と堰堤工（砂
防ソイルセメント，㎥）の生産性向上を目指し
ています。ＣＩＭデータをＡＲ（拡張現実）に組み
込むことで仮設計画や施工管理の効率化にも取り組
んでいます。安全対策では土石流警報装置と雨量計
を連動してサイレンとメールの両方で警報を知らせ
るように設定しています。また、現場モニターカメ
ラ（暗視機能付）のリアルタイム監視で、自然災害
時による現場巡視の効率化と２次災害防止にも役立
てています。
　ＩＣＴと従来の観測技術を組み合わせて生産性と
安全性向上を両立し、本格的な積雪前に施工を完了
し無事故で竣工を目指します。
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　樽前山の山麓には苫小牧市街地が位置し、高速道
路・国道・ＪＲなどの重要交通網や千歳空港・苫小
牧港などの物流拠点が集中しています。樽前山が噴
火した場合、周辺市町の住民生活や地域経済のみな
らず、全国の社会経済に与える影響も甚大となる恐
れがあることから、年度から樽前山火山砂防事
業が進められています。
　当現場は樽前山から流れる七つの渓流の砂防設備
のうち、熊の沢川３号砂防堰堤工事の施工となりま
す。本年度は、直線形鋼矢板セグメントで囲われた
直径．ｍの円形状セル堰堤９基のうち１基を築造
します。６月から工事用道路に着手し、９月中旬か
らｔクローラークレーンを使用して直線形鋼矢
板セグメントの建て込み・中詰め盛土を繰り返し、
月中旬の完成を目指します。
　全国的に建設現場における技能労働者不足や就業
者の高齢化などによる担い手不足が課題となってい
ますが、当社では最新のＩＣＴ機器を導入し、外注
に頼らず起工測量からＩＣＴ建機による施工、３Ｄ
データ納品まですべての段階で内製化を進めていま
す。
　当現場では北海道内で初めてとなるＩＣＴ建機
『．㎥級３Ｄ／ＭＣチルトローテータ付バックホ
ウ』を導入し、省人化・省力化により生産性向上を
図っています。
　業務の効率化によりワークライフバランスを充実
させて快適な現場環境の構築を積極的に進めていく
ことで、無事故・無災害の達成を目指します。
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現場全景

ＢＩＭ画像

　白川は、北海道上川町市街上流約４㎞地点で石狩
川に合流する支川です。源頭部では崩壊地も見られ、
流域内には不安定土砂が堆積し、豪雨等出水時には
石狩川へ流出して河床上昇を引き起こし氾濫の恐れ
があります。上川町市街地への氾濫被害や、旭川圏
と網走圏を結ぶ重要な交通網である国道号・ＪＲ
石北本線などに甚大な被害を及ぼす危険性が高いこ
とから、砂防堰堤の整備を行っています。
　本工事は白川第１号堰堤を整備するもので、７月
からコンクリート堰堤工、８月から法面工に着手し、
月月中旬の完成を目指しています。
　施工に当たっては、ＵＡＶレーザードローンを使
った起工測量により３Ｄモデルを作成して施工ステ
ップの確認を行ない、作業の効率化を図ります。
　白川工区は不感地帯であるため、ソーラー発電を
組み合わせた衛星通信サービス「スターリンク」を
導入し、遠隔監視カメラの設置や遠隔臨場の体制を
整え、現場内ではＬＩＮＥＷＯＲＫＳを活用し迅速
に情報の共有・連絡を行える体制を整えています。
　堰堤工ではマスコンクリート施工時の水和熱によ
る温度ひび割れを抑制するため、下段リフトの水和
熱の下がりをワイヤレスデータロガーでリアルタイ
ムに測定しながら上段コンクリートを打設します。
　白川工区は、希少鳥類の営巣の可能性と豪雪地帯
での雪崩の恐れがあるため、自然環境に配慮した施
工と工程管理を行うとともに、発注者・元請け・協
力業者と連携し、働き方改革を実現することでワー
クライフバランスを充実化させ、無事故・無災害に
努めたいと思います。

現場代理人・監理技術者
　荒　雅秀氏

現場代理人・監理技術者
　畑　雅光氏

現場代理人
　工藤　健太氏

現場代理人
　渡邊　和宏氏

画像類は施工各社提供
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現場ピックアップ　　土砂災害防止月間
東北地方整備局宮城南部復興事務所
内川流域内川遊砂地（その３）工事　深松組

東北地方整備局新庄河川事務所
銅山川流域舛玉第２砂防堰堤災害復旧ほか工事　永井建設

北陸地方整備局松本砂防事務所
Ｒ６猿倉砂防堰堤外工事　相模組

北陸地方整備局立山砂防事務所
Ｒ７　有峰地区渓岸対策（二の谷）工事　岡部

関東地方整備局渡良瀬川河川事務所
Ｒ６松木山腹工（大畑沢）工事　中村土建

関東地方整備局日光砂防事務所
Ｒ６野門沢砂防堰堤改築工事　磯部建設

（１４）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　６月１６日　（月曜日）
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猿倉砂防堰堤

北股砂防堰堤

　本工事は猿倉砂防堰堤工事と北股砂防堰堤改築工事の二つを施工
します。両工事とも長野県北安曇郡白馬村に位置し、同時進行で施
工しています。
　猿倉砂防堰堤工区にある松川上流域の北股入沢は、荒廃が進み異
常堆砂の状況を呈し、河床変動は著しく、局所的な河床低下や河岸
浸食がみられます。このため、二股合流点上流４㎞地点に新たにコ
ンクリート製の猿倉砂防堰堤を構築し、効果的な土砂整備を目指し
ます。
　工事は今回が期目となります。現在、本堰堤工コンクリートの
打設量㎥に対し、約㎥の打設を終えています。打設が終了次
第、仮設工事用道路などを撤去し、年かけて施工してきた工事が
完了します。
　一方、北股砂防堰堤は年月に完成し、～年に災害復旧
工事として副堰堤の腹付けや根継ぎ、護床工が施工されています。
今回の北股砂防堰堤改築工事は摩耗損傷などの補修と、現行基準を
満たす安定確保が目的となります。
　工事は今回が７期目。本・副堰堤間右岸側の水叩部と護床工の補
強および次期工事転流へ向けた仮設工を行います。現在、水叩工の
コンクリート打設が終了し、コンクリート仮締め切りを施工中。そ
の後、下流の護床工を施工する予定です。
　両工事を合わせた５月末の進捗率は．％。品質の向上や施工の
合理化に向け、ＣＩＭやＩＣＴを積極的に活用しています。設計図
面を３Ｄモデル化し、そのデータを３Ｄプリンターで縮小モデルに
し、作業員や発注者への理解度の向上に役立てています。定期的な
ドローン測量も実施。データ上で当初３Ｄモデルに重ね合わせ、現
場の現状把握に努めています。ＩＣＴ出来形の活用により均一な仕
上がりも確認しています。
　昨年度は異常出水による被害を受け、本年度は残雪量が例年に比
べ多く、川の水量も多いようです。今後、梅雨や台風シーズンを迎
え、川の増水に一層の注意を払うとともに、最新の天候情報等を収
集し、安全対策に万全を期して参ります。仮設工の日常点検なども
確実に行い、無事故・無災害での工事完工を目指します。
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ｍ離れた場所で建機を操作するオペレーター

　立山カルデラは、東西約．㎞、南北約．㎞、標
高差が～，ｍもある巨大なくぼ地です。現在、
カルデラ内には不安定な堆積土が約２億㎥あるとい
われ、この土砂が崩壊・侵食され流出すると富山市
などに大災害をもたらす危険があります。本工事施
工箇所である有峰二の谷においても過去に大規模な
斜面崩壊が複数回発生しており、堆積土量は約万
㎥と推定され、現在、人が立入れない無人エリアに
設定されています。
　本工事は、無人エリアである二の谷に堆積した土
砂を無人化施工により掘削し、発生土砂を無人エリ
ア外へ搬出する工事です。
　本工事では、建機にオペレーターが搭乗せず、
ｍ程度離れた操作室内から建機を遠隔操作する
「無人化施工」を行います。昨年度工事においても
同箇所で弊社が無人化施工による工事を手がけまし
た。
　無人化施工は、オペレーターが搭乗し間近で出来
映えを確認しながら施工を行う有人施工に比べ品質
が低下するというデメリットが指摘されています。
昨年度工事では「無人化施工」と「ＩＣＴ（マシン
コントロール技術）」を併用することで課題の改善
を図り、結果、有人施工と遜色ない品質を確保しま
した。
　本工事では新たな取り組みとして、これまで
ｍ程度であった遠隔操作距離を．㎞以上に延ばす
「長距離遠隔施工」を試行する計画です。今後のi-C
onstruction．への取り組みに向けた技術的な課題
の抽出や関係者全体の技術力強化につなげます。
　これから本格的な現場稼働に入るにあたり、工事
関係者全体で安全意識における共通認識をもち、連
携を取りながら無事故無災害で完工を目指します。

前回工事のＢＩＭ／ＣＩＭ画像

現況
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　本工事は、崩壊地の補修および再生をすることに
より、風化・浸食・崩壊等を防止し河川への土砂流
出を防ぎ、山を安定させるのが目的です。落石防止
網を，㎡設置します。
　４月９日に工期が始まり、現在は仮設工『モノレー
ルの架設』を行っています。６月上旬にはケーブル
クレーン架設が始まり、７月上旬から落石防止網の
設置に取りかかり、年２月日の完成を予定し
ています。
　落石防止網工事では、自然の地形や岩質に応じた
柔軟な対応が求められます。施工前にドローンによ
る空撮を活用して斜面の形状を正確に把握し、落石
のリスクが高い箇所を特定し加えて、ＢＩＭ／ＣＩ
Ｍを用いた３Ｄモデルを作成し、資材の配置や作業
工程を事前に可視化します。安全教育にＢＩＭ／Ｃ
ＩＭを用いる事で現場での判断が的確になり、作業
の効率と安全性を大きく向上させます。
　資材面では、軽量かつ高強度な落石防止網を使用
し、斜面での作業負担を軽減。仮設足場の設置にも
工夫を凝らし、作業員の転落や滑落のリスクを最小
限に抑えます。
　現場の安全を守りながら、高品質な施工を実現す
ることを目指し今後も自然環境に応じた最適な方法
を追求し、地域の安全に貢献していきたいと考えて
います。
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現場全景

ＣＩＭデータ

　工事箇所である野門沢は、日光三山の一つである
女峰山を水源とし、北へ流れて鬼怒川に合流します。
この沢は日光市野門地区に位置し、鬼怒川右支川に
あたります。
　本工事は、年に完成した野門沢砂防堰堤の改
築を行うもので、内容として本堰堤の下流側に腹付
コンクリートと、グラウンドアンカーにより補強を
行う工事になります。
　現況地形取得にＵＡＶ点群測量を行い、３Ｄモデ
ルを作成し、２Ｄ図面では理解が難しいコンクリー
ト構造物の形状や施工方法の検討、さらに３Ｄモデ
ルで可視化する事で危険箇所の把握や、関係者の理
解促進に活用しました。
　作業場所は河川内のため、着手前に流域調査を行
った結果、砂防堰堤上流は荒廃が激しく、土石流発
生の可能性があるため、土石流センサーや水位標を
設置し、避難訓練を行い避難時間の確認を行いまし
た。
　作業方法としては、堰堤下流側へのアクセスが困
難なため、堰堤上流側からのクレーン作業となり、
運転手および作業箇所からつり荷の動線を直接視認
出来ないので、クレーン車に無線式つり荷カメラを
取り付け、つり荷や作業員の位置を確認し効率よく
安全に施工を行っています。
　現場を見渡せる箇所に度旋回ネットワークカ
メラを設置し、工事用道路に近接する岩盤の挙動を
常時監視したり、休工中はカメラを進入路側に向け、
不審車が侵入してきた時は車両ナンバー等がクラウ
ド上に記録されるので、防犯対策にも有効であると
考えます。
　今後も、無事故・無災害で工事完成を目指します。
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コンクリート堰堤施工状況（下流側からの全景）

　年月に襲来した台風号の記録的な豪雨で
宮城県の最南端に位置する丸森町は甚大な被害を受
けました。山地崩壊や洪水の災害復旧事業として、
町内を流れる阿武隈川水系の内川に遊砂地を新設し
ています。工事はコンクリート堰堤工、流路護岸工
などで構成。主堰堤は延長．ｍ、高さ．ｍで砂
防ソイルセメント構造（ＳＢウォール工法）を採用
しています。
　昨年月から副堰堤（垂直壁）、水叩き部の施工
を進め、今年２月から堰堤本体の構築に着手し、３
月に入って外部保護材の組み立て、砂防ソイルセメ
ントの攪拌混合や敷ならし転圧を行い、現時点で越
流部まで完成しました。
　掘削作業は起工測量や設計の３Ｄデータを利用す
るＩＣＴ建設機械をフル活用しています。日々の進
捗管理に加え丁張掛けの手間が減り省力化につなが
っています。構造物の測量にも３Ｄ設計データ、自
動追尾式トータルステーション（ＴＳ）を使用して
作業効率の向上、高精度な施工につなげています。
　堰堤本体工事うち、砂防ソイルセメント施工では
セメントと土の混合比率、練混ぜ管理、適切な手順
での敷ならし・締め固めが重要になります。品質試
験を適切な頻度で実施し数値を確認して、要求性能
を追求していきます。安全で高耐久な砂防構造物を
完成させるため、地域住民とのコミュニケーション
を取りながら無事故・無災害で工事の完成を目指し
ます。
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　年７月の豪雨で最上川水系銅山川は、鋼製透
過型の舛玉第２砂防堰堤（年完成）の効果によ
って被害を大幅に軽減できました。ただ水通し部の
一部が下流側に変位しました。そのため砂防工事で
全国初となる曳家（ひきや）技術を活用した水通し
部の移設工事を実施しました。
　水通し部を元の位置に戻し補強を終えて完成間近
だった鋼製堰堤は、年豪雨で再び大量の土砂（巨
石・流木など）が流入。砂防堰堤の復旧工事として
土砂撤去やコンクリート堰堤、上流側の基礎コンク
リートの洗掘で被災したコンクリートブロック積
（張）などを施工しています。
　厳冬期の休工期間を終え、現在は融雪による川の
増水で流出した砂防仮締め切りを復旧しています。
引き続きコンクリート堰堤の堆積土砂撤去やコンク
リートブロック積（張）の撤去を施工する予定です。
工事概要は堤冠コンクリート㎥、Ｈ鋼杭本、
除石約㎥、法覆護岸工㎡、根固めブロック
個などです。
　現場の銅山川は、降雨で急激な水位上昇が発生し
ます。天候の変化や水位観測に気を配り、早期に気
象状況を把握する必要があります。ウェブカメラを
現場に設置し、気象情報を全作業員と共有しながら
安全に作業することが不可欠です。
　山形県内は大雨や台風による水災害がたびたび発
生しています。河川内作業になる現場での安全確保
を第一に、悪天候時の作業中止基準を厳守します。
作業員を危険から守ることで出水時災害防止を徹底
し、最善を尽くし施工を進めます。

現場代理人
　落合　秀樹氏

監理技術者
　羽賀　達男氏

現場代理人
　田村　洋氏

現場代理人
　保科　峻希氏

現場代理人兼監理技術者
　山田　一美氏

上流側から見た全景

曳家状況（上流側）

現場代理人兼監理技術者
　上田　悠輔氏



　土砂災害防止月間　現場ピックアップ
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中部地方整備局富士砂防事務所
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四国地方整備局四国山地砂防事務所
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令和６－７年度吉野川水系境谷堰堤工事　轟組

中国地方整備局広島西部山系砂防事務所
令和６年度安芸南部山系大屋大川上流支川砂防堰堤第２工事　大之木建設

（１５） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　６月１６日　（月曜日）

前
例
の
少
な
い
タ
ワ

ク
レ

ン
駆
使
し
安
全
施
工

国道沿いの急傾斜地で堰堤の構築が進む

３Ｄ施工イメージ

　当該現場は、徳島県三好市東祖谷地域の急峻な山地を抜ける一般
国道号沿いの標高ｍ付近に位置しており、本国道は災害時の
緊急輸送道路かつ剣山につながる観光ルートとしての機能も担う重
要な交通路となっています。
　本工事の堰堤は、おもわれ谷川流域の土砂流出を防ぐことを目的
として工事を開始しており、年度までの工事で掘削を完了し、
今後、渓流部に型枠を組み、堰堤のコンクリートを打設していきま
す。
　施工にあたり、現場付近は高圧線や通信線など架空線が多く、施
工の条件が制限された箇所であることが課題でした。国道や架空線
など各所の防護に必要な対策が膨大となることから、堰堤工事では
前例の少ないタワークレーンによる施工を提案しました。
　提案時には、自社の事業推進本部が主体となり、現場社員と緊密
に連携したプロジェクトチームを編成し、ＣＩＭを最大限に活用し
た施工検討を進めました。地上型レーザースキャナーで３Ｄ地山測
量を実施、現況地盤と施工する構造物を考慮しながらタワークレー
ンの設置や掘削方法、仮排水設備など施工方法を入念に検討しまし
た。
　施工計画段階からＣＩＭにより、３Ｄモデルによる視覚的な検討
を行い、関係者間での合意形成を円滑に進めることができました。
こうしたデジタル技術の活用により、従来の図面ベースでは見落と
されがちだった課題を事前に把握し、施工の安全性と効率性を高め
る提案が実現化されたと考えています。
　本工事のタワークレーンは荷重．ｔ仕様で、基礎にはＨ鋼杭を
採用しており、大口径ボーリング工法で４本設置しました。架空線
の切断防止対策が欠かせないため、現場のどの位置からでも確認で
きるよう、プラチェーンとのぼりを設置し注意を喚起しているほか、
クレーンオペレーターから見えない位置でのつり作業は監視員を増
員し、複数の角度から架空線との距離を確認するよう徹底して進め
ています。
　高所の法面掘削にはロッククライミングマシーン、足場施工が困
難な箇所で無足場ロックボルト工を採用するなど、危険作業を機械
に置き換えて安全性の向上に努めています。
　経験のない厳しい現場条件下での施工のため、特に安全管理に妥
協せず、無事故・無災害で完工させるとともに、祖谷川流域の安全
度を高めることで、皆さんが安心、安全に暮らせるよう本工事に尽
力します。

左岸堤体のコンクリート打設が本格化

堰堤の裏込めも施工する
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　本工事は山地斜面の崩壊や土石流による直接的な災害を防ぐた
め、高知県大豊町の吉野川水系境谷川に透過型砂防堰堤を施工する
ものです。堤長ｍ、堰高．ｍで急峻な四国山地では大型な堰堤
です。年度に着工しています。
　今回の工事は、年度までに完了している右岸堤体に続き、左岸
堤体を含む工事の締めくくりとなります。左岸堤体は４ブロックに
分け、１回当たりのコンクリート打設高は約１ｍで施工します。足
場の設置や脱型が不要な残存型枠を採用しつつ省力化を図っていま
す。
　５月中旬から打設を開始し、９月下旬に天端まで完了させます。
堰堤完了後は堰堤背面には埋戻し工事を行い、堰堤前面には盛土工
事や躯体構造物を順次施工し年度内の完成を目指しています。
　急峻で狭あいな現場の制約上、バックホウやラフタークレーンは
小型機を使用します。３Ｄで完成モデルを作成し、施工手順を確認、
イメージを膨らませつつ、効率のよい最適な施工につなげています。
　私は－年度の工事からこの現場に配属され、－年度から
現場代理人を務めています。これから迎える夏季は度を超え、熱
中症対策が欠かせません。深部体温や脈拍数、皮膚温度などを計測
し、熱中症のリスクを判断するウェアラブル端末「ガードウォッチ」
を導入しました。現場のクラウド通信システムによりウェアラブル
端末を装着している作業員の位置情報・体調をパソコンや携帯端末
でリアルタイムに確認できるようにしています。
　冬季は雪に閉ざされる地帯です。気象条件が両極端の時期にかか
るコンクリート打設では温度管理を徹底してきました。冬季は保温
シートで温度管理に努め、夏季は養生シートで乾燥を防ぎ、高品質
に保ちます。
　雨が降ると増水し、資材や重機を移動させるなどの対応をしてい
ます。現場にライブカメラを設置し常に現場状況を確認できるよう
にしました。常に危険と隣り合わせの作業となるため、土石流セン
サーを上流に設置するなどさまざまな安全対策を講じています。大
規模な砂防堰堤の現場はなかなか経験できるものではありません。
今回の工事を無事故・無災害で工期内に完成させ、今後はＩＣＴ施
工にもチャレンジする予定です。
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ＡＲ（拡張現実）を用いた現地での重機走路検討

　本工事は、年７月豪雨によって呉市天応地区
に甚大な被害が発生した大屋大川渓流の上流側に位
置します。流域周辺は主に花こう岩類の地山で、水
を含むことでもろく崩れやすい特徴を持っており、
風化により削られた急峻（きゅうしゅん）な地形で
す。上流側では風化した土砂や流木が確認でき、依
然土砂災害の危険が高い箇所です。上流支川砂防堰
堤の事業計画は部分透過型砂防堰堤（堤高．ｍ、
堤長ｍ、水通し部鋼製スリット）を整備します。
今回の第２工事では、本堤、垂直壁の完成を目指し
ます。現場では①ＵＡＶ現況測量から３Ｄ－ＣＡＤ
による進入路の考案、②ＩＣＴ建設機械を活用した
掘削、③ＡＲ（拡張現実）を用いた急傾地での切始
めまでの重機走路の検討など、新しい技術を活用し
効率化を図ってきました。本堤施工においては、①
脱型不要の残存型枠の採用、②繰返し作業（型枠組
立→コンクリート打設→養生）の効率化を目指し、
資機材配置計画を見直し生産性向上に取り組んでい
ます。
　働き方改革や労働環境改善として、現場閉所（４
週８休）を実施しています。硬化時間が必要な生コン
クリート打設は長時間労働になりがちな作業です。
そのため、①１リフトの打設量を考慮した打設計画、
②コンクリート工場との運搬計画の事前確認②生コ
ンクリート品質に影響しない打継目処理剤使用な
ど、１日（８時間）作業内で完結するよう工夫して
います。
　近年６月～月頃に記録的な集中豪雨が発生しや
すくなっています。工事用道路Ｌｍを有する
当現場への影響も避けられません。最小限の影響に
留めるためにも日々の点検や降雨前の点検・整備に
万全を尽くし、無事故無災害での早期完成を目指し
ます。
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現場現況

　年度から整備が進められている広島西部山系
直轄砂防事業の一環として、広島県広島市西区井口
台で砂防堰堤、道路改良工事を施工しています。主
な取り組みとしては、３Ｄデータを作成し、マシン
ガイダンスを搭載したＩＣＴ建機を用いることで、
省人化を行ってます。ＩＣＴに対する業務は内製化
し、業務効率化、ノウハウの蓄積を進めています。
　当社では、現場と店社との情報共有手段として
『CIMPHONY Plus』を活用しています。クラウ
ド上でのリアルタイムな情報共有が可能なため、店
社・現場双方において課題の早期発見・解決につな
がっています。当現場は、施工初期段階であり、今
後は多くの課題が生じると思われます。CIMPHON
Y Plusを積極的に活用することで、課題の早期解
決、工程の遅延防止に取り組んでいきます。
　着手前の現場踏査では、施工箇所全体に多くの転
石が確認されました。下方の住宅地への落石を防止
するため、仮設落石防護柵の設置について発注者と
協議するうえで、現状ではクレーン等の大型機械を
設置するヤードがなかったことから、人力を主とし
た施工が可能である「イージーネット工法」を提案
し、施工しました。
　砂防堰堤施工箇所下方の住宅地は、土石流の特別
警戒区域に指定されています。土石流や落石による
災害防止、特に今後の出水期、台風時期の作業にお
いては、気象情報を適宜確認し、迅速・的確な退避
などに細心の注意を払い、地域の安全と安心を確保
するため、早期かつ無事故での完成を目指します。
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大沢崩れでのコンクリート打設状況

対策着手前の大沢崩れ

　富士山西斜面に位置する「大沢崩れ」は静岡・山
梨県境付近に位置し、山頂直下から標高２，ｍ
付近にかけて大きくえぐられ、延長約．㎞、最大
幅約ｍ、最大深さ約ｍ、崩壊面積約１のわ
が国最大級の崩壊地です。過去にはこの「大沢崩れ」
の土砂が土石流となって流下し、下流住民は幾度と
なく甚大な被害を被ってきました。
　大沢崩れの対策は年から実施しており、渓床
対策や斜面対策、渓岸対策などの調査工事を行いな
がら、施工性・安全性・経済性・効果などを検証し
てきました。
　渓床や滝の保護を目的として、「大沢崩れ」の拡
大を抑制するための「渓岸保護工」を施工します。
　世界遺産となっている富士山は、自然環境保全の
ため工事用道路はありません。そのため工事の資機
材は全てヘリコプターで空輸します。資機材の空輸
を終えれば仮設の設置に取り掛かります。７月下旬
の渓岸保護工着手に向けて準備を進めています。
　富士山周辺は気象の変化が激しく、天候に大きく
影響されるヘリコプター運搬がメインとなるため、
早期に渓岸保護工に着手し余裕を持って施工できる
体制で臨みます。
　工事は始まったばかりですが、無事故での竣工に
努めます。

現場代理人
　谷岡　一弥氏

現場代理人
　岡田　憲氏

監理技術者
　松浦　裕次氏

現場代理人
　松田　宏太氏

現場代理人・監理技術者
　田野　正博氏


